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Ⅰ．諸　　　言

わが国において，平成23年度から出生数が減少をし
続け1）少子化社会が進行しており，子ども同士のふれ
合う機会が減少していることが考えられる。原田は，
自身が親になる前に小さい子どもを抱いたり遊ばせた
りした経験がない母親が４名に１名以上の割合でいる
ことを報告しており，そのことが現代の親の子育ての
困難さに影響を与えていると述べている2）。現代の親
世代は少子化社会で育ち，自身が親になる前に子ども
と接した経験が乏しいという背景が，親になっても子
どもへの接し方がわからず，育児ストレスを増大させ
る一因であることが考えられる。このような少子化社
会が進行する中，子どもたちが，幼い子どもとふれ合

う経験をもち，幼い子どもたちの存在の大切さを学び，
自分や小さい子どものいのちの大切さをも感じる機会
をもつことが重要である。

少子化社会において，小学生・中学生・高校生およ
び大学生などの青年期が幼い子どもと接する機会をも
てるよう，乳幼児とのふれ合い体験（以下，ふれ合い
体験）が多様な方法で実施されている3〜5）。その効果
について検証したものを見ると，大学生などの青年
期を対象としたふれ合い体験の効果については，宮
谷ら6）が体験者の赤ちゃんに対するイメージが明る
く，にぎやかで，強く，のびのびなどの方向に変化が
みられることを明らかにしている。また，倉繁ら8）は，
ふれ合い体験をした青年期の男女は子どもが好きであ
ること，男性の育児についての自信が高まったこと，
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佐々木ら9）はふれ合い体験が参加者の心理・生理・内
分泌学的な側面において母性機能に肯定的変化を与え
ることを明らかにしている。高校生を対象にしたふれ
合い体験は，参加者の親準備性の獲得につながってい
る可能性があること11）や，自己のライフプランや妊娠・
出産・育児への肯定的意識への変化12）などが明らかに
されている。中学生を対象としたふれ合い体験の効果
については，子育てに対するイメージに肯定的な影響
を与えることが明らかにされている3，10）。このように，
中学生から大学生におけるふれ合い体験の効果につい
ては，一定の効果があることが明らかにされている。

一方，小学生を対象としたふれ合い体験について
は，片山ら13）はふれ合い体験直後に小学生の赤ちゃん
へのイメージが肯定的に変化していることを報告して
いるが，対象人数が30名と少なく統計的な検証がなさ
れていない。寺村ら14）はふれ合い体験６�月前と体験
１週間後の比較により小学生の，親や家族に対するイ
メージ，自分が親になることに対するイメージ等の変
化について検討しているが十分な効果を示すことがで
きていない。このように小学生に対するふれ合い体験
の効果については，既存研究においては十分に検証さ
れていない現状がある。したがって，小学生における
乳幼児のふれ合い体験の効果を検証することは重要で
ある。

著者らが実施協力するふれ合い体験事業において
も，事業関係者は，ふれ合い体験をした小学生に，自
分より小さな子どもを大切に思う感情の芽生えや，自
分や友だちのいのちの大切さや親に対する感謝などの
意識が高まるなどの変化を感じていた。さらに，ふれ
合い体験を実施する学年による児童の反応の違いや，
男女によるふれ合い体験に対する関心の違いがあるの
ではないかと感じていた。しかし，このようなふれ合
い体験の効果や学年や性別による効果の違いは検証さ
れていない。

そこで，本研究では，乳幼児とのふれ合い体験を経
験した小学生を対象に，小さい子どものいのちの大切さ
や自分や友だちのいのちの大切さなどに関する意識の
変化，学年や性別および小さい子どもと接した経験の有
無による効果の違いを明らかにすることを目的とする。

Ⅱ．研 究 方 法

１．対　象

対象施設は，A 市 B 区において小学生と乳幼児と

のふれ合い体験（事業名：﹁いのちの感動体験﹂事業）
を実施している小学校であり，対象者は，対象施設に
おいて小学生と乳幼児とのふれ合い体験を経験した小
学５年生または６年生である。

２．調査期間

調査期間は，2011年７月〜2012年２月である。

３．調査方法

A 市 B 区内において﹁いのちの感動体験﹂事業（以
下，事業）を実施している小学校のうち，調査期間に
事業が実施される小学校の校長へ本調査の協力を依頼
した。小学校校長による協力の同意が得られた４校へ，
児童への無記名による自記式質問紙調査を行った。質
問紙調査は，事業実施前後（以下，事業前調査，事業
後調査）に，教室にて担任教員から小学生の児童（以
下，児童）へ配布し，回答を得た。なお，事業前調査
は事業実施の約１週間前に実施し，配布347名，回収
323名（回収率93.1％）であった。事業後調査は事業
直後に行った。事業参加者は，５年生114名（男子53
名，女子61名），６年生230名（男子118名，女子112名），
合計344名であり，全員に調査用紙を配付し，回収343
名（回収率99.7％）であった。

４．調査内容

調査内容は，①児童の属性，②事業での経験の内容，
③独自に作成した﹁いのちの大切さ﹂に関する19項目，
④事業の感想に関する質問４項目である。
﹁いのちの大切さ﹂に関する項目は，先行研究15）か

らふれ合い体験の効果を示すものを抽出するととも
に，事業に関わってきた研究者や事業担当保健師らと，
事業のねらいや児童に期待する効果について出し合い
統合し，検討を繰り返して作成した。さらに作成した
項目について，小学５，６年生の児童が質問内容を的
確に理解し回答が可能であるかを検討するために，小
学校教諭および養護教諭から意見を求め，文言を修正
した。最終的に19項目を精選した。回答は﹁大変そう
思う﹂，﹁そう思う﹂，﹁そう思わない﹂，﹁全くそう思わ
ない﹂の４択とした。項目は【小さい子どもや育児に
関する意識】12項目（項目①〜⑫），【自分や友だちや
家族の大切さに関する意識】７項目（項目⑬〜⑲）と
した。なお項目⑤﹁お母さんたち…﹂，項目⑥﹁お父
さんたち…﹂と一般的なお父さんやお母さんというも
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のをイメージした表現を使用した。これは，父母不在
の児童への配慮によるものである。また，事業の感想
に関する項目は，﹁赤ちゃんと過ごすのを楽しみにし
ていたか﹂，﹁赤ちゃんと遊ぶのは楽しかったか﹂，﹁も
う一度参加したいと思うか﹂，﹁ふれ合い体験で経験し
た内容﹂について選択項目を設けて回答を得た。

５．分析方法

児童の属性は，度数分布を算出した。独自に作成し
た﹁いのちの大切さ﹂に関する19項目については，﹁大
変そう思う﹂，﹁そう思う﹂を﹁そう思う﹂群と肯定的
意識をもつ群（③⑫は逆転項目）とし，﹁そう思わない﹂，

﹁全くそう思わない﹂は﹁思わない﹂群と否定的意識
をもつ群（③⑫は逆転項目）とし，事業前後および男
女，学年，過去に赤ちゃんに触れた経験の有無につい
て，事業前後をχ2検定を用いて比較し，有意確率0.05
未満を有意差ありとした。分析は，SPSS Statistics 18
を用いた。

６．児童と乳幼児のふれ合い体験事業「いのちの感動体験」

事業の概要（表１）

A 市で実施している児童と乳幼児とその親のふれ
合い体験事業は，A 市 B 区における保健センター，
小学校，地域の民生児童委員会，C 大学等が協力して
実施している。事業は，小学校もしくは小学校と隣接
した児童館で実施され，児童と小学校区に住む地域の
乳幼児（概ね３�月〜３歳）とその親が交流するもの
である。交流を促進するファシリテーターとして，地
域の民生児童委員やボランティアなどの協力を得てい
る。内容は，児童が乳幼児とおもちゃや絵本などを介
して一緒に遊んだり，乳幼児を抱っこしたり，乳幼児
の親に出産の時の様子や育児の状況を聞くなどであ
る。交流時間は概ね40分ほどである。

小学校における性教育の実施状況は，事前に助産師
によるいのちの始まりの講義と抱っこの練習をしてい
る小学校が２校であり，残り２校は事業に関連する性
教育は実施していなかった。

７．倫理的配慮

小学校校長へ，研究の主旨を文書および口頭で説明
するとともに調査協力は任意であることを説明し，協
力を依頼した。さらに児童へは，担任教員から書面も
しくは口頭で調査の目的，調査は無記名で調査協力は

自由意思によるものであり，協力しない場合は無記入
で提出することなどを説明し，調査用紙を配布した。
なお，研究者から担任教員へは，児童への調査協力を
強要せず，自由意思によるものとすること等を説明し
た。本研究は神戸市看護大学倫理委員会の承認を得て
実施した（承認年月日2011年６月14日）。

Ⅲ．研 究 結 果

１．対象児童の背景（表２）

1）回答者の家族構成

事前調査の結果から，児童の家族構成は，弟・妹が
いる者が163名（50.4％）であった。祖父・祖母や叔父・
叔母と同居する拡大家族が38名（11.8％）であった。母
子・父子家庭，両親不在の家庭は25名（7.7％）であった。
2）児童の経験

事業以外で﹁赤ちゃんに触れた経験﹂がある者は，
事業前調査262名（81.1％）であり，﹁自分の出生時

表１　児童と乳幼児とのふれ合い体験事業の概要
１．スタッフ：A 市保健師，地区民生児童委員，A 大学教員，

児童館職員，地域ボランティア，小学校 PTA など
２．場所：小学校もしくは小学校に隣接する児童館
３．対象学年：５年生もしくは６年生
４．乳幼児の年齢と参加数：３�月から概ね３歳，参加人数

は13〜23組
５．事業の流れ

9：30〜 スタッフ打ち合わせ，会場設営
9：30〜 乳幼児と保護者の受付

10：50〜 児童が来室し，乳幼児と保護者とのふれ合い
交流開始
・児童5，6人が男女共同グループとなり，1

グループに2〜3名の乳幼児とその保護者，
ファシリテーターが参加する。各グループ
の乳幼児の年齢は可能な限りで多様な年齢
とする。

・保育士等による手遊び歌を行い，乳幼児と
児童が一緒に手遊び歌を行う。

・児童と乳幼児とその保護者とのふれ合い
を行う。民生児童委員やボランティア等が
ファシリテーターとして入る。

・自由にふれ合う。児童と乳幼児とのふれ合
いができるように，ファシリテーターが，
仲介し，お互いの自己紹介や，児童からの
質問などを促す。ファシリテーターは，児
童と乳幼児が，お絵かきをしたり，おもちゃ
等でいっしょに遊んだり，握手や抱っこを
するなどを働きかけている。

11：30〜 ふれ合い終了
・児童から乳幼児と保護者へのお礼の挨拶や

歌のプレゼント
・終わりのあいさつ（小学校の校長先生等）

終了後　教室
・児童による参加した乳幼児とその保護者へ

のお礼のお手紙の記載
・本調査用紙記載
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の話を聞いた経験﹂がある者は，事業前調査282名
（87.3％）であった。

２．児童の事業後の感想（表３）

事業を﹁楽しみにしていた﹂と回答した者は303名
（88.3％）であり，﹁赤ちゃんと遊ぶのは楽しかった﹂
301名（87.8％），﹁もう一度参加してみたい﹂303名

（88.3％）という回答があった。
事業において，児童が経験した内容は，﹁いっしょ

に遊んだ﹂327名（95.3％）が最も多く，次いで﹁さわっ
たり，握手をした﹂313名（91.3％）であった。また
児童の７割以上が，乳幼児に﹁話しかけた﹂，﹁抱っこ
した﹂という経験をしていた。﹁お母さんの話を聞いた﹂
は199名（58.0％）であった。

３．児童のいのちの大切さに関する意識の現状

乳幼児との交流をする前の，児童のいのちの大切さ
の意識の現状を検討した。﹁いのちの大切さ﹂に関す
る項目について，﹁大変そう思う﹂，﹁そう思う﹂とい
う肯定的意識をもつ者が多い項目は順に，⑰﹁いのち

は，大切なものだと思う﹂320名（99.1％），⑲﹁私を
産んでくれたお父さん，お母さんをありがたいと思う﹂
317名（98.1％），⑮﹁私は友だちを大切に思う﹂313
名（96.9％），⑤﹁お母さんたちは赤ちゃんや小さい
子を大切にしている﹂312名（96.6％），⑥﹁お父さん
たちは赤ちゃんや小さい子を大切にしている﹂310名

（96.0％）であった。
また，﹁そう思わない﹂，﹁全くそう思わない﹂とい

う否定的意識をもつ者が多い項目は，順に，⑪﹁赤
ちゃんや小さい子どもを育てるのは楽しそうだ﹂66
名（20.4％），⑩﹁私は将来，赤ちゃんがほしい﹂51
名（15.8％），④﹁私は赤ちゃんや小さい子といっしょ
にいると楽しい﹂30名（9.3％），⑯﹁私は友だちに大
切にされている﹂28名（8.7％），⑧﹁私は赤ちゃんや
小さい子のことが好きだ﹂28名（8.7％）であった。

４．事業前後における児童の意識の変化

1）いのちの大切さに関する意識の変化（表４）

事業前後において，﹁いのちの大切さ﹂に関する19
項目について意識の変化を比較した。その結果，【小

表２　対象者の属性
実施前（N=323） 実施後（N=343）
人数 ％ 人数 ％

学年と性別
５年生 男子 43 （13.3） 53 （15.5）

女子 48 （14.9） 61 （17.8）
不明 1 （0.3） 0 （0.0）
小計 92 （28.5） 114 （33.2）

６年生 男子 115 （35.6） 117 （34.1）
女子 114 （35.3） 112 （32.7）
不明 2 （0.6） 0 （0.0）
小計 231 （71.5） 229 （66.8）

合計 男子 158 （48.9） 170 （49.6）
女子 162 （50.2） 173 （50.4）
不明 3 （0.9） 0 （0.0）

家族構成 弟・妹がいる 163 （50.4） 167 （46.7）
拡大家族 38 （11.8） 47 （13.7）
その他母子家庭等 25 （7.7） 30 （8.7）

赤ちゃんに触れた経験 あり 262 （81.1） 279 （81.3）
なし 30 （9.3） 34 （9.9）
わからない 29 （9.0） 30 （8.7）
無回答 2 （0.6） 0 （0.0）

自分の出生時の話を聞いた経験 あり 282 （87.3） 301 （87.8）
なし 12 （3.7） 13 （3.8）
わからない 26 （8.1） 29 （8.5）

無回答 3 （0.9） 0 （0.0）
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さい子どもや育児に関する意識】について，事業前後
で否定的意識から肯定的意識へと有意に変化した項目
は，④私は赤ちゃんや小さい子といっしょにいると楽
しい，⑦大人たちは子どもたちを大切にしている，⑧
私は赤ちゃんや小さい子のことが好きだ，⑨みんなは
赤ちゃんや小さい子のことが好きだ，⑩私は将来，赤
ちゃんがほしい，⑪赤ちゃんや小さい子を育てるのは
楽しそうだ，であった。

逆転項目として設定した，③私は赤ちゃんや小さい
子どもがこわい，⑫赤ちゃんや小さい子を育てるのは
たいへんそうだ，については，事業前後での変化はみ
られなかった。
【自分や友だちや家族の大切さに関する意識】につ

いて，事業前から事業後に否定的意識から肯定的意識
へ変化した者に有意差があった項目はなかった。
2）事業前後の変化と児童の背景との関係（表５）

（1）実施学年（５年生，６年生）による効果の違い（表５）

事業実施学年は５年生と６年生であり，学年毎の事
業前後の﹁いのちの大切さ﹂に関する意識の変化の差
を検討した。事業前から事業後に否定的意識をもつ者
が有意に減少している項目は，５年生で，④赤ちゃん
や小さい子といっしょにいると楽しい，⑩将来，赤ちゃ
んがほしい，であった。有意差はみられないが減少傾

向があるものは，⑪赤ちゃんや小さい子を育てるのは
楽しそうだ，であった（p＜0.1）。６年生において否
定的意識をもつ者が有意に減少している項目は，④赤
ちゃんや小さい子といっしょにいると楽しい，⑦大人
たちは子どもたちを大切にしている，⑧私は赤ちゃん
や小さい子のことが好きだ，⑨みんなは赤ちゃんや小
さい子のことが好きだ，⑪赤ちゃんや小さい子を育て
るのは楽しそうだ，であった。６年生の方が５年生よ
り，有意に変化した項目が多かった。
（2）性別による意識の違い（表５）

性別による事業前後の否定的意識をもつ者の変化を
検討した。事業前後の﹁いのちの大切さ﹂に関する項
目について，否定的意識をもつ者が有意に減少してい
る項目は，男子で，②赤ちゃんや小さい子どもは大切
だ，④赤ちゃんや小さい子といっしょにいると楽しい，
⑧赤ちゃんや小さい子のことが好きだ，⑨みんなは赤
ちゃんや小さい子のことが好きだ，⑩将来，赤ちゃん
がほしい，⑪赤ちゃんや小さい子を育てるのは楽しそ
うだ，であった。女子には，否定的意識をもつ者が有
意に変化している項目がなかった。
（3）赤ちゃんと触れた経験の有無（表５）

赤ちゃんと触れた経験がある者とない・わからない
者について，事業前後で否定的意識をもつ者の変化を

表３　「いのちの感動体験」事業参加後の感想
N=343

項　目 人数 （％）
赤ちゃんと過ごすのを楽しみにしていたか はい 303 （88.3）

いいえ 1 （0.3）
どちらでもない 39 （11.4）

赤ちゃんと遊ぶのは楽しかったか 楽しかった 301 （87.8）
少し楽しかった 35 （10.2）
あまり楽しくなかった 5 （1.5）
楽しくなかった 2 （0.6）

もう一度参加したいと思うか 参加したい 303 （88.3）
参加したくない 4 （1.2）
わからない 34 （9.9）
無回答 2 （0.6）

ふれ合い体験で経験した内容 いっしょに遊んだ 327 （95.3）
（複数回答） さわったり，握手をした 313 （91.3）

話しかけた 253 （73.8）
抱っこした 246 （71.7）
お母さんの話を聞いた 199 （58.0）
あやした 157 （45.8）
あまり関われなかった 16 （4.7）
その他 45 （13.1）
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表４　﹁いのちの感動体験﹂事業前後の「いのちの大切さ」に関する変化
事業前（N=323） 事業後（N=343）

χ2値 p 値＊
「たいへんそう
思う」，「そう思
う」の合計

「そう思わない」，
「まったくそう思
わない」の合計

「たいへんそう
思う」，「そう思
う」の合計

「そう思わない」，
「まったくそう思
わない」の合計

人数 （％） 人数 （％） 人数 （％） 人数 （％）
【小さい子どもや育児に関する意識】
①私は赤ちゃんや小さい子どもをかわいく

思う
314 （97.2） 8 （2.5） 335 （97.7） 5 （1.5） 0.88 0.347 

②私は赤ちゃんや小さい子どもは大切だ　
　　　　　　

309 （95.7） 10 （3.1） 333 （97.1） 5 （1.5） 2.02 0.156 

③私は赤ちゃんや小さい子どもがこわい 9 （2.8） 313 （96.9） 14 （4.1） 324 （94.5） 0.89 0.346 

④私は赤ちゃんや小さい子といっしょにい
ると楽しい

292 （90.4） 30 （9.3） 331 （96.5） 8 （2.3） 14.75 0.000 

⑤お母さんたちは赤ちゃんや小さい子を大
切にしている

312 （96.6） 4 （1.2） 336 （98.0） 4 （1.2） 0.01 1.000 

⑥お父さんたちは赤ちゃんや小さい子を大
切にしている

310 （96.0） 7 （2.2） 333 （97.1） 7 （2.0） 0.02 0.895 

⑦大人たちは子どもたちを大切にしている 307 （95.1） 13 （4.0） 335 （97.7） 4 （1.2） 5.44 0.025 

⑧私は赤ちゃんや小さい子のことが好きだ 290 （89.8） 28 （8.7） 330 （96.2） 11 （3.2） 9.20 0.002 

⑨みんなは赤ちゃんや小さい子のことが好
きだ

296 （91.6） 24 （7.4） 329 （95.9） 11 （3.2） 5.97 0.015 

⑩私は将来，赤ちゃんがほしい 268 （83.0） 51 （15.8） 307 （89.5） 31 （9.0） 6.98 0.008 

⑪赤ちゃんや小さい子を育てるのは楽しそ
うだ

255 （78.9） 66 （20.4） 295 （86.0） 44 （12.8） 6.82 0.009 

⑫赤ちゃんや小さい子を育てるのはたいへ
んそうだ

304 （94.1） 17 （5.3） 316 （92.1） 22 （6.4） 0.44 0.510 

【自分や友だちや家族の大切さに関する意識】
⑬私は自分の家族のことが好きだ 309 （95.7） 11 （3.4） 322 （93.9） 15 （4.4） 0.44 0.505 

⑭私は家族に大切にされていると思う 300 （92.9） 19 （5.9） 323 （94.2） 18 （5.2） 0.14 0.705 

⑮私は友だちを大切に思う 313 （96.9） 5 （1.5） 333 （97.1） 5 （1.5） 0.01 0.923 

⑯私は友だちに大切にされている 288 （89.2） 28 （8.7） 308 （89.8） 31 （9.0） 0.02 0.899 

⑰いのちは，大切なものだと思う 320 （99.1） 0 （0.0） 340 （99.1） 0 （0.0）

⑱生きていることは，すばらしいと思う 315 （97.5） 4 （1.2） 339 （98.8） 1 （0.3） 2.01 0.203 

⑲私を産んでくれたお父さん，お母さんを
ありがたいと思う

317 （98.1） 2 （0.6） 337 （98.3） 2 （0.6） 0.00 1.000 

＊：χ2検定，ただし，期待度数が5未満のセルがある場合には，Fishier の直接法を用いた。
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検討した。否定的意識をもつ者が有意に減少している
項目は，赤ちゃんと触れた経験がある者で，⑦大人た
ちは子どもたちを大切にしている，⑧私は赤ちゃんや
小さい子のことが好きだ，であり，赤ちゃんと触れた
経験がない・わからない者で，④私は赤ちゃんや小さ
い子といっしょにいると楽しい，⑨みんなは赤ちゃん
や小さい子のことが好きだ，⑩私は将来，赤ちゃんが
ほしい，⑪赤ちゃんや小さい子を育てるのは楽しそう
だ，であった。

Ⅳ．考　　　察

本結果から，対象児童は本事業以外に赤ちゃんに触
れた経験がある者が８割以上であった。弟・妹がいる
者が５割程度であり，自身の幼いきょうだいと触れた
経験がある者も多いと考えられる。先行研究では小学
生で赤ちゃんを抱っこしたことが一度もないと回答し
た男児16.7％，女児8.3％であるとの報告もあり13），本
調査の対象児童が赤ちゃんと接した経験割合は，先行
研究と比較して多くはなかった。

乳幼児とのふれ合い体験を楽しみにしていた児童が
９割近くいたことは，事業前に実施された小学校にお
ける導入が，児童の事業参加への期待を動機づけてい
ると考えられた。本事業を楽しみにしていた児童が多
く，本事業が児童にとって普段の乳幼児とのふれ合い
とは異なる特別な機会として期待されていると言える。

乳幼児とのふれ合い体験において，実際に児童が体
験した内容は，いっしょに遊ぶ，握手する，話しかける，
抱っこする，あやす，であった。乳幼児の母親に，話
を聞くことができた児童もいた。あまり関われなかっ
たと感じている児童は５％以下であった。ほとんどの
児童が，乳幼児やその母親とふれ合いをもっていたこ
とは，本結果において，いのちの大切さに関する複数
の項目が有意に肯定的意識に変化していた一要因と考
えられる。一方で，少数であるものの，あまり関われ
なかった児童がいる。その児童に対して乳幼児やその
保護者とふれ合う経験がもてるように，事業スタッフ
が積極的にサポートすることが必要である。
【小さい子どもや育児などに関する意識】について

は，事業前調査においても，各項目（逆転項目以外）
において，９割以上が肯定的意識をもつ者が多かった。
一方で，否定的意識をもつ者も，数％から20％ほどい
た。事業後には，子どもを育てるのが楽しそうではな
い，赤ちゃんがほしいと思わない，子どもといっしょ

にいることが楽しいことではない，赤ちゃんが好きで
はない，といった否定的意識をもつ者が有意に減少し，
肯定的意識に変化していた。児童は，本事業を通じて
小さい子どもと直接接することにより，小さい子ども
をいとしく思う気持ちや育児に関しての意識が，肯定
的に変化していると考えられた。乳幼児との直接的な
ふれ合いが，児童にとって，非常に有意義な経験であっ
たといえる。
【自分や友だちや家族の大切さに関する意識】につ

いては，事業前後で児童の意識が否定的から肯定的に
有意に変化した項目はなかった。本事業のねらいの一
つに，児童がふれ合い体験の中で乳幼児を保育する親
の姿を見て，自分自身も大事に育てられてきた存在で
あることや，親に関する感謝を感じてほしいことが
あった。しかし，本結果ではこの効果は認められなかっ
た。この要因として，もともと家族について否定的意
識をもつ者が少なかったため，統計的有意差がみられ
にくかったと考える。また，児童が，乳幼児とその親
の姿を見ることで，自身も家族に大事にされたと捉え
ることは，間接的な効果であり，変化が生じにくかっ
たのであろう。

次に児童の性別による効果の違いを検討する。男子
では，赤ちゃんや小さい子どもが大切である，いっしょ
にいると楽しい，みんなが小さい子どもや赤ちゃんが
好き，自分も赤ちゃんや小さい子どもが好き，赤ちゃ
んがほしい，育てるのは楽しそうだ，といった意識を
もつ者が事業後に多くなっていた。一方で，女子には
変化がみられなかった。これは，事業前から，女子は
男子よりも肯定的意識をもつ者の割合が多い傾向に
あったため，事業への参加による大きな変化はみられ
なかったのであろう。一方で男子は女子よりも，事業
前は否定的な意識をもつ者が多いが，事業を経験する
ことにより肯定的な意識に変化していると考えられた。
田中ら16）は，中学生男子による乳幼児とふれ合う前後
の作文の文字数の変化を調査した結果，男子生徒が女
子生徒よりも作文の文字数の増加率が高く，乳幼児と
ふれ合う体験が男子学生に大きなインパクトを与えて
いることを示している。寺村らの調査14）では，小学６
年生において﹁赤ちゃんふれ合い体験学習﹂後の家族
に対するイメージは，男子がポジティブに変化したの
に対し，女子は変化がみられなかったという結果が示
されている。このように先行研究でも，乳幼児とのふ
れ合い体験により，男子が女子よりも肯定的な変化を
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示しており，本結果と同様の傾向がみられた。女子は
ふれ合い体験を行う前から小さい子に対する肯定的意
識をもつ者が多いが，男子は，本事業で乳幼児と直接
ふれ合う経験をすることで，小さい子どもやいのちに
ついて肯定的意識をもつ者が増加している。ふれ合い
体験の影響は，特に男子に大きいことが示唆された。

次に，学年別に見ると，５年生では，小さい子ども
といっしょにいると楽しく，赤ちゃんがほしい，とい
う意識に変化がみられた。６年生では，大人が子ども
たちを大切にしている，みんな赤ちゃんや小さい子ど
もが好きだという意識にも変化がみられている。これ
は６年生は５年生に比べて，自己の意識のみならず周
囲の者の赤ちゃんや小さい子どもへの意識を理解した
ために変化が生じていると考えられる。学年により異
なる変化が生じていることがわかった。乳幼児とのふ
れ合い体験については，中学生から大学生において実
施され，効果が検証されているが，対象とする年齢に
よりその目的や効果も異なるだろう。今後は，目的に
応じて，ふれ合い体験を実施する年齢等を検討してい
くことも必要である。

児童が赤ちゃんにふれた経験の有無による事業前後
の否定的認識の変化を見ると，赤ちゃんとふれた経験
がある者も，大人たちが赤ちゃんを大切にしている姿
を見て，赤ちゃんや小さな子どもが大切な存在である
ことを感じる機会となっていた。赤ちゃんとふれた経
験がない・わからない者は，赤ちゃんといっしょにい
ると楽しい，赤ちゃんが好き，将来赤ちゃんがほしい，
という肯定的な意識をもつ者が増加していた。小さい
子どもや赤ちゃんとふれ合った経験がない児童たちに
とって，本事業により初めて乳幼児と意識的にふれ合
う経験となり，乳幼児に対する愛着が生まれる機会と
もなっていることが示唆された。

これまで述べたように，本結果では児童は乳幼児と
のふれ合い経験により，否定的意識をもつ者が有意に
減少した項目が多かった。逆転項目として設定した﹁赤
ちゃんや小さい子がこわい﹂や，﹁赤ちゃんや小さい
子どもを育てるのは大変そう﹂という項目については，
ふれ合い体験前後とも，９割以上が﹁そう思う﹂と回
答しており，ふれ合い体験前後において児童の意識の
変化はみられなかった。育児には乳幼児が泣き止まず，
困ったり，思いどおりにならない，など大変な側面も
ある。児童が乳幼児とふれ合う中で，乳幼児が大切な
存在であり，育児が楽しそうと感じると同時に，育児

の大変な部分も感じていたと考えられる。

Ⅴ．本調査の課題と展望

本研究では，いのちの大切さに関する19項目につい
て，児童と乳幼児のふれ合い体験の効果を測定する尺
度を開発することを研究目的の一つにしていた。しか
しながら，対象となった児童の回答がポジティブな回
答に偏っており，ほとんどの項目に天井効果がみられ
たことから，尺度開発には至らなかった。本研究で作
成した尺度項目案が，一般的に好ましいと思われる小
さな子どもに対する認識であるため，肯定的回答が多
かったと考える。本研究結果を踏まえ，今後の当尺度
を開発するためには，回答にばらつきが得られる項目
を検討する必要がある。そのためには児童が乳幼児と
のふれ合いによって生じる感情や認識にも着目するの
がよいだろう。例えば，赤ちゃんや小さい子といっしょ
に遊びたいと思う，赤ちゃんや小さい子を守りたいと
思う，といった内容である。今後，このような点を留
意し，児童の乳幼児とのふれ合い体験の効果など測定
可能な児童のいのちの大切さに関する認識を測定する
尺度を開発していくことが課題である。

本研究の結果は，調査に協力していただいた A 市
B 区内の小学校４校の状況を示したものである。この
結果を，児童と乳幼児のふれ合い体験の一般的な効果
であると確定するには，さらに多様な方法を実施して
いる小学校のデータ数を増やしていくことが必要であ
る。また，今回の調査は，児童の負担を考慮して，無
記名で実施したため，事業前後の回答データは対応し
ていないという限界があった。今後の改善策として，
初回調査時に同一番号を記載した事前・事後の調査用
紙２部を封入した封筒を配布し，事前調査用紙は回答
後に回収，事後調査用紙は封筒に入れたまま封筒に児
童の名前を記名し回収，さらに２回目調査時に事後調
査用紙が入った記名がある封筒を児童に配布し，番号
が記載された事後調査用紙に回答後に回収することに
より，対応したデータ収集が可能となるだろう。

本研究におけるふれ合い体験による児童の変化は，
事業を経験した直後の変化である。この変化が中長期
的に持続するのかを検証することが，今後の課題であ
る。中期的効果を検討する方策として，ふれ合い体験
後３〜６�月程度の児童の変化について，コントロー
ル群を設定して，比較検討していくことが有用である
だろう。
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Ⅵ．結　　　論

本研究における乳幼児とのふれ合い体験の事業前後
における児童の意識の変化をみたところ，【小さい子
どもや育児に関する意識】12項目のうちの６項目につ
いて，否定的意識から肯定的意識へ有意に変化してい
た。短期的であるものの小さい子どもや育児に関する
意識の変化がみられた。【自分や友だちや家族の大切
さに関する意識】７項目については，事業前後で意識
の変化がみられなかった。本結果から，児童と乳幼児
のふれ合い体験は，児童にとって，小さい子どもが大
切な存在であるという気持ちや育児に関する肯定的意
識を高める機会となっていることが明らかになった。

さらに実施学年については，５年生，６年生ともに
効果が得られている特徴がみられること，男子におい
て否定的意識から肯定的意識に変化する項目が多いこ
と，赤ちゃんとふれ合った経験がない児童たちにとっ
て，乳幼児を育てることが肯定的意識に変化すること
が考えられた。これらについてはいずれも事業実施前
後の短期的な変化であるため，今後は中長期的な変化
を明らかにすることが必要である。
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〔Summary〕
Objective：The aim of this study was to clarify the 

anteroposterior change in the consciousness of schoolchil-

dren who perform activities involving interchange with 

infants．

Methods：The study design was a before-and-after 

questionnaire survey of five-to six-year-old elementary 

schoolchildren who experienced activities involving inter-

change with infants in A city from July 2011 to February 

2012．

Results：Recovery rates were 99.7％ before and 93.1％ 

after the activities．The anteroposterior change in the 

consciousness of the schoolchildren significantly varied 

from negative to affirmative consciousness in 6 out of a 

total of 19 items．

Discussion：The results of this study suggest that 

activities involving interchange with infants increase af-

firmative consciousness in schoolchildren，and highlight 

the importance of schoolchildren being involved in the 

care of very young children．

〔Key words〕

activities involving interchange with infants，

primary schoolchildren，project evaluation，

development of the next generation
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